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【２学期終業式 校長の話】    

根っこに支えられて「わたし」がある 

 

今日で二学期が終わります。明日からの冬休みを楽しみにしている人も 

多いことでしょう。 

 さて、みなさんは、最近「探求の森」に行きましたか？今年の秋は、「探 

求の森」の紅葉がとても色鮮やかでした。重なり合った葉の色合いの濃淡が 

美しく、毎日、２年４組、２年５組に足を運ぶたびに出会う紅葉の美しさに心が洗われる思いで

した。その「探求の森」の木々に、先日、環境クラブのみなさんが、名札を付けてくれました。

名札を見ると、あらためていろんな木の種類があることがわかります。クヌギ、柿の木、梅、桜、

ムクゲ、クスノキ、カリン、西洋ヒイラギ、ナンテン、サツキ、クロマツ、ヒノキ、タイサンボ

ク、サルスベリ、中には野球のバットの材料になるアオダモの木もあります。春に花を咲かせる

木もあれば、夏に実をつける木、秋に葉が色づく木など、見上げるたびに季節を感じさせてくれ

ます。 

とかく私たちは、地上の見えるところにばかり目がいきがちですが、大きな木を支え、養って

いるのは、地下にある巨大な根っこです。見えないところで働いている根っこが大きな木を養い、

支えているのです。 

人間も同じです。この二学期、目立たないけれども努力を重ねた人、派手さはないけれど当た

り前のことをこつこつ続けた人を私は何人も知っています。掃除時間に、黙って手を動かし床を

拭く子。名札をきちんと毎日つけている子。百回出会ったら、百回あいさつをしてくれる子。係

や当番など、自分の役割や責任を投げ出さず、やり遂げようと努めた子。学習発表会に向けて、

大勢の前で声を出す練習を陰で繰り返した子。人の話を聞くとき、目を合わせて聞いてくれる子。

授業でノートを見返したり生かしたりするなど、学んだことをつなげようとしている子。 

このような人たちは、自らの根っこを深く広く伸ばした人たちです。 

今、季節は冬。冬は準備の季節、つまり内側を満たしていく季節です。葉が全部落ちて、一見

枯れているように見える木も、内側では芽吹くための準備をしています。冷たい風や凍えそうな

雪に晒されながら、じっと内側で燃えている、内側を満たしていく、そんな準備の季節です。き

ちんと準備をしておけば、不安や心配で心が押しつぶされることはありません。 

この冬休みは、二学期の自分を振り返り、三学期に向け、どんな準備をしておくとよいか考え

ておくのもいいかもしれません。 

さあ、明日から冬休みです。二学期、みなさんの見えるところでも見えないところでも、支え

てくれた先生や友達に感謝の思いを伝えて今年を締めくくりましょう。新年が明けて、元気に満

ちたみなさんに会えるのを楽しみにしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童代表の言葉】                                  1 年代表児童 

ぼくは、二学期の体育の鉄棒で、地球まわりができるようになりました。次は、二重跳びが

できるようになりたいです。そのために、毎日、練習します。三学期にがんばりたいことが、

もう一つあります。それは、人の悪口を言ったり人を傷つけたりしないようにすることです。

人に優しくできるようにがんばります。                一組  児 童 

 

二学期にがんばったことは、ひき算の百問計算です。始めは七分で全問とけませんでした。

今では五分でとけるようになりました。三学期は、今よりも計算を速くすることと、繰り下が

りのある計算を速くとけるように毎日練習をがんばります。       二組  児 童 

 

二学期にがんばったことは、体育です。縄跳びは、前跳びを二百回跳べるまで、毎日練習し

ました。でも、跳び箱は、なかなか跳べませんでした。理由は、落ちるのがこわいからです。

あきらめずに、何度も練習しました。６段まで跳べるようになって嬉しかったです。三学期に

は、もっと跳び箱を好きになって、上手に跳べるようになりたいです。  三組  児 童 

 

二学期にがんばったことは、縄跳びです。交差跳びとあや跳びができるようになりました。

次は、二重跳びができるようになりたいです。そして、これからも毎日練習をして、五年生に

なるまでに一級になりたいです。                   四組  児 童 

 

私は、給食当番の仕事をがんばりました。もう六年生がいなくても、みんなで協力すれば、

早くできるようになりました。でも、お皿に入れるのが難しい麺類の時は、まだ給食の放送ま

でに準備が終わっていない時もあります。三学期には、みんなと協力して、放送が始まるまで

に準備ができるようにします。                    五組  児 童 

1２月６日（金）に子供達がとても楽しみにしていた「はちの子祭り」が開かれました。学年で

遊びを一つ決めてお店を開きます。この日に向けて、各学年や学級で話し合い、アイディアを出し

合い、役割を決めて協力しながら準備を進めてきました。身近な廃材等を利用し、必要な物を手作

りで用意したり、国語科や生活科・理科・総合的な学習の時間等で学習したことを内容に生かした

りするなど、子供達にとって充実した楽しい「はちの子祭り」でした。各学級で３グループに分か

れ、交代しながら自分の学級の遊びの説明や進行をしたり、他学年へ遊びに行ったりしました。ま

た、今年度は委員会で決めた取組を学級ごとに頑張るとコインがもらえる「委員会ガチャ」もあ

り、集めたコインの枚数に応じてお楽しみのガチャがひける特典もありました。学校中が、はちの

子たちの笑顔であふれた時間となりました。 

はちの子祭りの終わりに閉会式をmeet で行いました。閉会式では、はちの子祭りを運営した児

童会執行部の児童が、自分の言葉で自分の思いや考えを堂々と述べました。まさに本校の育てたい

「自ら伸びる」児童の姿でした。このような児童会執行部の５・６年生の姿を目標として、下学年

の児童が「自ら伸びる」ことができるよう、これからも様々な教育活動を行っていきたいと思いま

す。 

はちの子祭り 

理科の空気鉄砲。狙い

を定めて…。 

秋の木の実等を使って作っ

たおもちゃは、楽しいよ。 
スタンプラリーは全問

正解？？ 

色を綺麗に塗って、素

敵な飾りを作ろう‼ 
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「じまんの俳句」第６回目の代表作品 
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二
年 

 

児
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学
習
発
表
会
で
三
年
生
が
表
現
し
た
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
は
、
み
ん
な
の
気
持
ち

が
一
つ
に
な
っ
て
本
当
に
見
事
で
し
た
。
台
に
乗
る
そ
の
瞬
間
か
ら
と
あ
り
ま
す
か

ら
、
き
っ
と
ひ
な
壇
に
立
つ
そ
の
瞬
間
か
ら
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
の
世
界
を
表
そ
う

と
意
気
込
ん
で
い
た
○
○
さ
ん
の
、
い
え
、
三
年
生
全
員
の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
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こ
の
俳
句
は
、
ど
ん
ぐ
り
ち
ゃ
ん
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
か
わ
い
い
で
す
ね
。

ま
た
、
そ
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ど
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ち
ゃ
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帽
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熟
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落
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こ
の
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力
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何
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言
っ
て
も
パ
イ
ン
パ
ン
で
す
。
具
体
的
な
パ
イ
ン
パ
ン

と
い
う
固
有
名
詞
を
使
う
こ
と
で
、
中
央
小
の
子
ど
も
達
な
ら
す
ぐ
に
給
食
の
時
の

こ
と
だ
と
分
か
り
ま
す
よ
ね
。
そ
し
て
決
勝
戦
と
い
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こ
と
か
ら
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残
っ
た
パ
イ
ン

パ
ン
を
か
け
て
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
始
ま
る
の
で
し
ょ
う
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○
○
君
は
、
み
ん
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が

共
感
で
き
る
よ
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具
体
的
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生
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場
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切
り
取
っ
て
俳
句
に
す
る
の
が
う

ま
い
で
す
ね
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お
で
ん
を
題
材
に
し
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俳
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一
年
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○
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君
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作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
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俳
句
は
、
「
わ
が
や
の
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例
」
と
あ
り
ま
す
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ら
○
○
さ
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は
、
お
で
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食
卓
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ぼ
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と
い
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い
よ
冬
が
始
ま
っ
た
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い
う
感
じ
な
の
で
し
ょ
う
。
確
か

に
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
に
お
で
ん
が
並
ぶ
と
冬
が
来
た
な
と
感
じ
ま
す
ね
。
ま

た
、
ス
タ
ー
ト
だ
！
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
も
し
か
す
る
と
好
き
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お
で
ん
の
取
り
合

い
も
始
ま
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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先
日
の
お
話
朝
会
で
、
た
く
さ
ん
の
季
語
を
紹
介
し
ま
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た
が
、
そ
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中
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「
い
わ
し
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さ
っ
そ
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使
っ
て
俳
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作
っ
て
く
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い
わ
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こ
ぽ
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さ
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た
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さ
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そ
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自
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同
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大
家
族
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よ
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す
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。

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
、
い
わ
し
雲
を
見
て
何
を
思
い
ま
す
か
。
ま
た
、
い
わ
し
雲
の

下
で
何
を
し
ま
す
か
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CS ミュージックフェア 

 図書祭り 

  

   

 

 

 

 

 

12月 11日（水）～17日（火）に、図書祭りが行わ

れました。図書委員さんが考えたクイズラリーや図書

ビンゴをたくさんの児童が楽しみました。クイズは国

語の教科書や図書室に関するものが出題され、友達と

相談しながら解いていました。 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

1２月１３日（金）の昼休憩に、CSサポーターさんが「CSミュージックフェ 

ア」を開催してくださいました。昼休憩になるとたくさんの児童が体育館に集まってきました。

「きよしこの夜」などのクリスマスソングを披露してくださいました。歌や合奏があり、４・５

年生の有志児童がサポーターさんの傍で演奏に合わせてリコーダー演奏をしたり踊ったりと場を

盛り上げてくれました。また、6年生児童も後からステージに上がり踊ったり歌ったりしまし

た。集まった子供達も演奏に合わせて歌ったり、踊ったりして大盛り上がりでした。ミュージッ

クフェアの後には、子供達から「楽しかった。」「またやってもらいたい。」という声があちらこ

ちらで聞かれました。サポーターさんのおかげで、子供達も教員も楽しいひとときを過ごすこと

ができました。サポーターさん、楽しい時間をありがとうございました♪ 

「Oh Happy Day」 

６年生が急遽参加 
４年生による素敵な音

色のリコーダー演奏 ５年生ダンスチーム

「strawberry７」と一緒

に記念撮影！ 

サポーターさん達も会場も

一体となって大盛り上がり 

スイミーの作者は？ 全問正解かな？ 

☆★☆おめでとうございます★☆★ 

 ★広島県環境保健協会主催 令和 6年度環境と健康のポスター・標語コンクール★ 

奨 励 賞（標 語 の 部）  ４年 永間 芽依  田中 敦寿 

       （ポスターの部） 5年 相  心暖 

その他、府中町公衆衛生推進協議会会長賞や奨励賞をたくさんの児童が受賞しました。 

★第６８回 JA 書道コンクール★ 

広島県教育委員会賞  ５年 相  心暖 

努 力 賞      ６年 畑 栞依    ５年 竹村 穂花 

 佳   作      ３年 井川 やえ  三戸 歩花 

             ２年 熊澤 鈴   １年 渡邉 聡介 

★府中町青少年育成町民会議「家庭の日の作文」★ 

 【特選】 ５年 櫻井 湊   「ぼくと妹の成長」 

【入選】 １年 峰地 笑成  「おかあさんは びようし」 

      ２年 内山 葵唯  「母のたん生日」 

      ３年 佐藤 詩織  「わたしの手作りすごろく」 

３年 佐伯 心音  「わたしのおばあちゃん」 

      ４年 縄田 実優  「コロありがとう」 
  

 

個人情報のため掲載しません。 

個人情報のため掲載しません。 

個人情報のため掲載しません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お知らせ】 
○１２月２９日（日）から１月３日（金）までは、町内の役場・学校は一斉に閉庁となりま
す。学校に立ち入ることはできません。 

 
○冬季休業中に学校へのご連絡が必要な場合は、年内は１２月２７日（金） 
まで、年明けは１月６日（月）からお願いします。 
なお、１２月２８日（土）～１月５日（日）で緊急の場合は、学校の携 
帯電話までご連絡ください。 

 
今年も様々な面で学校を支えていただき、ありがとうございました。 
健康に留意され、皆様よいお年をお迎えください。 

★広島県科学賞★ 

★第５７回青少年読書感想文コンクール入選★ 

 【入選】 １年  池田 志織 

★府中町人権啓発書道コンテスト★ 

町 長 賞   ５年 相  心暖  6 年 山中 芽衣 
教 育 長 賞  5年 長尾 帆夏  樫山 優葵  ６年 林 悠翔  畑 栞依 

奨 励 賞  5 年 田辺 蒼空  大久保 綾乃  須本 結月  竹村 穂花 

  中川 紅亜   藤本 愛真  松尾 咲希  尼川 健太 

  杉野 七彩  新谷 里奈 

６年 林 想太朗  石毛 清華  西 果穂  村中 花帆 

  西 優奈   世田 結華  廣川 哩桜  松井 はんな 

 和田 明莉  金本 心晴 

【入 選】４年 大田 陽真理 「メダカの観察～ふかと特長について～」  
４年 畑  悠栞  「植物のくきはストロー？！」 

【努力賞】１年 下平 沙織 
１年 溝口 蒼大 
２年 吉村 伊織 
２年 吉川 知穂 
２年 小川 航輝 
３年 溝口 千紗 
３年 小栗 陸翔 
３年 鈴木 依知果 

                              

                         

４年 佐藤 希子 
４年 縄田 実優 
４年 小栗 優羽 
５年 岡村 雪乃 
５年 小谷 紗弥乃 
５年 秦 慎太朗 

                              

                         

６年 山口 颯友 
 ６年 永間 結衣 
６年 中野 龍人 
６年 川﨑 颯太 
６年 着能 愛梨珠 

                              

                         

個人情報のため掲載しません。 

個人情報のため掲載しません。 

個人情報のため掲載しません。 


